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相談・説明会

日時 ８月１日（土曜）

時間 13：00～15：00
場所 スマイルキャンパス

事業所内

0996－21－1351

お問合せ
ください

7月23日木曜日
FMさつませんだい

企業の力に出演します。
◎18時～18時30分

お時間がある方はぜひ聞いてく
ださい。小園代表とスタッフが
お話します！

Facebook インスタホームページ＆フェイスブック・インスタ

ユーチューブ★情報発信中！！

トライアル雇用で働く！

東さんにインタビュー

見学・体験できます！

申し込みはこちらからできます。

いつも最後まで目を通していただきありがとうございます。
今年もあっという間に一年の半分が過ぎました。今年の初めに立てた抱負を再度思い返しています。
目標を立て、それに向けて暮らしを整えていく、自分を律する。大変難しいことだと
思いながらも、「ていねいにくらす」気持ちを大切にしていこうと思い直しています。
受講生との関わりの中で、時に厳しい言葉を投げかける時もありますが、そのたびに毎日の

関係構築の重要性を感じています。言葉が響かないと意味がない言葉になる。意味を持つ言葉
であるように、残りの2026年も受講生と共に、それぞれの目標に向かってサポートして
いきたいと思います。
皆様のご協力にいつも感謝し、良き夏をお過ごしくださいませ。 今井 飛鳥

スマイルキャンパスは、
レイナ川内レディースサッカークラブを応援しています！

5月1日より、トライアル雇用で働き始めました。
看護師として仕事をしていない期間が約2年ほどあり、
仕事をはじめることに対して不安がありました。
事前に実習をさせてもらえたことで環境や仕事内容を知る
ことができました。また、ナビゲーションシートをつくり、配慮し
て欲しい点を伝えることができ、安心して仕事をはじめること
ができています。
まだ不慣れなことも多いですが、利用者の方に名前を覚え
てもらえたり頼まれたりすることにやりがいを感じています。
失敗して落ち込んで悩んだりすることもありますが、スマイル
キャンパスへの電話報告や一ヶ月に一度の面談で相談する
ことができています。
リディコロさんの職場環境も良く、スタッフの皆さんが声を
かけてくださり、とても働きやすいです。これからも体調管理
に気をつけながら一日一日頑張っていきたいと思います。

今年に入り３名の方々が一般企業に就職しました
また、現在トライアル雇用中の受講生が1名います。

（6カ月定着率）

編
集
後
記

2026年の1月～現在7月までの状況
一般就労：3名 福祉就労：3名

定着率
100％

薩摩川内市DEI啓発動画
「ともに生きる力」
に出演しました！

私たちは皆、同じ条件で働いているわけ
ではありません。 一人ひとりが、違う事情
を抱えながら、日々を生きています。
だからこそ大切なのは、 誰もが同じであ
ることを求めるのではなく、 その違いを受
け止め、支え合うこと。 この動画は、薩摩
川内市のダイバーシティ社会形成推進事業
の一環として制作されました。
「困っています」と、安心して言える場

所があるか。「生きてて良かった」と、心
から思える社会であるか。 そのヒントが、
このまちで働く人たちの姿から、少しずつ
見えてきます。

【制作・発信】
薩摩川内市 未来政策部 コミュニティ課
良かったら、スマイルキャンパスの日常・
受講生たち、スタッフも出ています。
チェックしてみてくださいね。

2026年

2019年～2026年7月まで

一般企業就職者 ２８名 （復職者 ３名を含む）



実習生の受け入れ

企業見学 なかぽつを知ろう

さくらグローバル 株式会社

川内北中の3年生が職場体験実習に来てくれ
ました。また、串木野特別支援学校と出水特別
支援学校から実習生の受け入れを行いました。
違う学校の実習生との触れ合いや受講生との
関わりを持ちながらコミュニケーションを楽しま
れていました。

企業のみなさまご対応いただきまして
ありがとうございました。

防災研修センターに
行きました。

上半期活動・イベント卒業生の今を
インタビュー

株式会社 TANAKA

新和技術コンサルタント 株式会社
1月から始まった実習を通して、自分のスキ

ルや適性を知ることができました。
実際の業務に触れることで、自分がどのよう

な作業に向いているのか、どんな場面で力を発
揮できるのかを具体的に感じられたことは、大
きな収穫でした。
また、メンタル面や体調に不調が生じた際に

は、スタッフの皆さんに相談しながら適切に対
応していただきました。安心して取り組める環
境があったことで、無理なく継続することがで
きました。
さらに、CS検定の受験にも挑戦し、パソコ

ンスキルに対して自信を持てるようになりまし
た。学んだことをカタチにして確認できたこと
は、今後の就職活動に向けて大きな励みになっ
ています。
現在も、就職に向けて実習や訓練を続けてい

ます。
これまでの経験を糧にしながら、一歩ずつ着実
に前に進んでいきたいです。 Tさん

今年も田中林業さん
「モリベース」をお借りして
OBと一緒に交流会でBBQを
開催しました。

上半期は４社の企業見学に行きました。
受講生の働く思いや今後の選択の幅が広がっていくように
下半期の企業見学も実施していきます。

株式会社 ワット

質問① 今どんな仕事をしていますか？
自宅でパソコンを使った在宅就労をしています。
仕事内容は、指定されたサイトで検索した内容から必要な
情報をExcelシートにコピー＆ペーストする作業です。

質問② 仕事をする上で気をつけていることは何ですか？
同じミスを繰り返さないようにし、ミスに気づいたときは早め

に報告することを心がけています。また、時間管理にも気をつ
けています。

質問③ 在宅就労で大切にしていることは何ですか？
在宅勤務では、事務所や職場の人に直接見られていま

せんが、始業時間と終業時間のけじめをつけて守ることを
大切にしています。また、仕事中にカメラで顔出しをしてい
る際、あくびが出そうになることもありますが、カメラに映ら
ないように顔を伏せるなど、相手に不快感を与えないよう
気を配っています。
対面で仕事をしていないからこそ、声に出さないと伝わ

りません。なので、自己発信が大事だと思っています。

質問④ これから就職する人に伝えたいことは何ですか？
新しい環境に飛び込むことには、誰しも大きな不安や心配

があると思いますが、勇気を出して飛び込んでみて下さい。
なんとかなります 私がそうでした。

今は、先輩方に助けられながら日々頑張れています。

「就労準備性」や「なかぽつの役割」など
について授業をしてくださいました。
受講生にとって、働く中身について理解が

深まる時間となりました。
ほくさつ障害者就業・生活支援センターの

職員の皆様
ありがとうございました。

受講生の振り返り

上半期を振り返ってみて、いいスタートダッシュになって
いると思います。
現状は順調に感じていますが、その道中には、自分の思い通
りに上手くいかないことや前々から地道にやってきたことが
実らなかったりして気持ちが折れたこともありました。その
時に、スタッフの方に打ちあけることができて、スッキリ
し、最終的に気持ちに余裕がもてるようになりました。
下半期は、就職を目指し思っていることを隠さないで、

しっかり相談しながら解決していきたいと思います。

下半期に向けて 受講生Mさん

性教育学習

性教育学習がはじまりました。
妊婦体験もしました。
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